
 

 

 

 

7月 31日（金曜日）夜、井出山屋内温水プールTACきらめきのスタッフがPCR検査の結果、陽性であるこ

とが判明した件について、続報をお知らせします。 

 

1 感染者の情報 

（1）年齢   20代 

（2）性別   男性 

（3）居住地  生駒市 

（4）経過（発症等２日前からの行動歴等）・症状等 

  7月 26日 勤務（受付業務、トレーニングジム内の見回りや清掃業務） 

  7月 27日 勤務（トレーニングジム内の見回りや清掃業務） 

  7月 28日 勤務無し 発熱、頭痛、咽頭痛、倦怠感 

  7月 29日 勤務無し 

  7月 30日 勤務無し 県外知人の新型コロナウィルス感染症陽性判明 

             帰国者・接触者相談センター受診。検体採取。 

  7月 31日 勤務無し PCR検査の結果、陽性と判明 

（5）濃厚接触者 家族２名、他調査中 

※現時点では、利用者に濃厚接触者はありませんが、体調不良がある場合は帰国者・接触者相談センタ 

 ー（電話：0742-27-1132、平日・土日祝 24時間対応）にご相談ください。 

2 施設の対応 

（1）井出山屋内温水プールTACきらめきを8月4日(火曜日)まで臨時休館とします。 

（2）奈良県郡山保健所の指導に従って、速やかに施設内の消毒を実施します。 

(3) 濃厚接触者の範囲などは保健所により調査中ですが、当該施設のスタッフは外出を控え健康状態を確認

するとともに、会員の皆さまには順次電話連絡の上、状況説明をしています。 

3 市民の皆さまへお願い 

(1) 奈良県を含む全国で感染拡大が続く中、誰もが感染者・濃厚接触者になる可能性があり、決して責められたり、

不当な扱いを受けたりするべきではありません。市は、感染拡大の防止に向け全力を尽くして参りますので、感染

者、濃厚接触者はもちろん、PCR 検査の受検者やその家族への不当な差別、いじめ、偏見、誹謗中傷等の行動を

慎んでいただきますよう、お願いいたします。 

(2) 感染拡大を防ぎ、皆様と、身近な人の命と健康を守るため、一人一人が新しい生活様式として基本的な感染

症予防対策である「手洗い・手指消毒」、「人と人との間隔の確保（できるだけ 2m）」「マスクの着用、咳エチケット」

「こまめな換気」等の徹底を引き続きお願いします。 

 

 

この件に関する報道関係からのお問い合せ 

生駒市スポーツ振興課(課長 西）  0743-74-1111（内線661） 

奈良県生駒市 

井出山屋内温水プール TAC きらめきスタッフの 

新型コロナウイルス感染について［第２報］ 

【報道資料】 

令和2年8月2日 

資料３



 

 

 

 

 

 

井出山屋内温水プールＴＡＣきらめきスタッフの新型コロナウイルス感染に伴い、同施設（トレーニング

ジム・スタジオ、屋内温水プール）を臨時休館しておりましたが、関係者全員の陰性が確認されましたので、

明日8月5日（水）から営業を再開します。 

今後も施設管理者と連携し、感染拡大予防対策により一層取り組んで参ります。 

 

 

1 施設の対応 

（1） 全館消毒を実施の上、8月 5日（水）から再開いたします。 

（2） （一社）日本フィットネス産業協会が定める業種別ガイドライン等の内容に基づき、感染拡大予防をよ

り一層徹底します。 

 

2 市民の皆さまへお願い 

（1） 利用者の皆様で、体調不良がある場合は帰国者・接触者相談センター（電話：0742-27-1132、平日・

土日祝 24時間対応）にご相談ください。 

（2） 奈良県を含む全国で感染拡大が続く中、誰もが感染者・濃厚接触者になる可能性があり、決して責められた

り、不当な扱いを受けたりするべきではありません。市は、感染拡大の防止に向け全力を尽くして参ります

ので、感染者、濃厚接触者はもちろん、PCR検査の受検者やその家族への不当な差別、いじめ、偏見、誹謗

中傷等の行動を慎んでいただきますよう、お願いいたします。 

（3） 感染拡大を防ぎ、皆様と、身近な人の命と健康を守るため、一人一人が新しい生活様式として基本的な感染

症予防対策である「手洗い・手指消毒」、「人と人との間隔の確保（できるだけ 2m）」「マスクの着用、咳エチ

ケット」「こまめな換気」等の徹底を引き続きお願いします。 

 

 

この件に関する報道関係からのお問い合せ 

生駒市スポーツ振興課(課長 西）  0743-74-1111（内線661） 

奈良県生駒市 

井出山屋内温水プールＴＡＣきらめきスタッフの新型コロナウイルス感染について［第３報］ 

井出山屋内温水プールＴＡＣきらめきを再開します 

【報道資料】 

令和2年8月4日 


